＜沖縄の陸の生物＞

・ヤンバルクイナ

指定状況国指定天然記念物、沖縄県レッドデータ絶滅危惧種

　沖縄本島の北部地域、いわゆる山原(ヤンバル)にのみ分布。全長約31cm。1981年に新種として発見。森林に生息し、飛翔力が無く、地上で活動、夜間は樹上へ。「きょきょきょきょきょきょきょきょ⋯」とけたたましい声で鳴く。鳴き声は集落周辺や海辺でも聞くことができることから、里近くの林にまで生息していると考えられる。

・イリオモテヤマネコ

指定状況　特別天然記念物

　沖縄県の西表島に分布。体長は50-60cmで、尾長は23-24cm。オキナワシイ、ウラジロガシなどの大木が茂る亜熱帯性の原生林に生息する。大木の樹洞や岩穴を休み場とし、ふだんはタ方から活動を開始する。地上生だが、木登り、潜水が巧み。小鳥や水鳥、トカゲやカエルなど、1日に400-600gの食物をとる。寿命は飼育下で8-9年。西表島における生息数はわずか40-100頭と推定され絶滅が危惧される。

・ハブ
　毒ヘビとして有名で。全長100cm-200cmほど。奄美諸島、沖縄諸島に分布。人家周辺から山地森林まで生息。また地上だけでなく樹上にもよく登る。主に小型ほ乳類、鳥類を捕食。

ハブにかまれないための予防　ハブのいそうな場所に近づかない(穴の中、倒木のかげ、茂み等〕/夜間はハブの活動時間帯であり特に注意が必要/ハブを見つけても手出ししない/危険な場所を歩くときは長靴などをはき、サンダル等では歩かない
